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研究成果の概要（和文）：留学生の就職活動を取り巻く現状と課題を整理し、留学生教育を担う

大学が、教育・支援の一環として行うべき就職支援を包括的な視点で考察し、留学生就職支援

プログラムの充実化もしくは新規プログラムの実施時に、指標・チェックリストとして活用で

きる評価モデル開発した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The current situations and challenges of career support for international students and 

challenges were reviewed. Based on the premises that international students struggle with 

those challenges because of their linguistic and cultural disadvantage, I investigated 

the necessity of providing extensive career support specifically designed for 

international students and suggested “principles” that the universities should 

consider incorporating when developing a custom-made career support program for 

international students.    
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１．研究開始当初の背景 

高度人材外国人、とりわけその最も有力候補

となる外国人留学生を対象とした就職支援

への関心が高まっている。平成１５年１２月

の中央教育審議会の答申で、留学生担当部門 

と就職部門の連携強化、就職活動に関する指

標・情報提供・インターンシップの充実化、

など、新たな留学生支援政策の展開が討議さ
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れ、総務省の外国人雇用サービスセンターと

大学等との連携強化（平成１７年１月）、文

部科学省協力のもと独立行政法人日本学生

支援機構（JASSO）が中心となり平成１７年

度より全国各地で行われている就職指導担

当者の研修会、経産省主導のアジア高度人材

ネットワーク構築を狙ったアジア・ゲートウ

ェイ構想（平成１９年）が構築されるなど、

日本を始めとするアジアの経済・技術発展に

中枢的な存在として貢献できる高度人材を

日本の高等教育機関で育成し、社会へ送り出

すためのシステム作りが進みつつある。 

大学卒業後、日本での就職を希望する学生も

急増している。JASSO が平成 17年度に行った

私費外国人留学生生活実態調査では、調査対

象者の 56.3％が卒業後、日本で就職したいと

回答している。これら留学生の新しいニーズ

に対し、特に留学生受入数の多い主要大学や

留学生獲得を施策とする大学を中心に、就職

支援が留学生支援事業に取り込まれるよう

になってきている。 

しかし、産・官主導で急速に発展しつつある

留学生就職支援事業や新たな留学生のニー

ズへの対応に戸惑う大学も多い。特に、これ

まであまり必要とされなかった留学生支援

部門と就職支援部門などの学内の連携、人材

派遣会社などの学外機関との連携において

は、経験不足や体制の不備から支援施策が後

手に回りがちになっていることは否めない。

また、日本語教育においても、これまでの生

活への適応や学業を遂行させるために必要

な語学スキルの習得を重視したカリキュラ

ムに、就職活動に特化した語学・日本事情な

ど大学卒業後に社会人として機能するため

に必要な日本語教育を取り入れる際、講師の

情報・経験不足や融通性の低い大学の 

システムが障害となることも多い。結局、人

材育成専門企業に日本語教育を含む就職活

動支援事業を委託し、留学生施策の重点課題

となりつつある就職支援の充実化をアウト

ソーシングにて図らざるを得ない大学もあ

る。日本独特の就職活動を新しい文化への適

応ととらえ、職業教育だけではなく、留学生

の多次元・多面的なニーズに対応した包括的

なキャリア教育の展開が求められている。 

 

２．研究の目的 

留学生のキャリア支援において先進的な取

り組みを行う国内外主要大学の就職支援プ

ログラムを、①知識・スキルなどの職業教育、

②語学教育、③キャリア教育、の３つの視点

で分析する。同時に、キャリア発達、異文化

適応、異文化間コミュニケーション、日本語

教授法等の文献を基に考察を深め、各機関が

すでに実施している、もしくは立案中の留学

生就職支援プログラムを、教育的要素がバラ

ンス良く整った包括的なプログラムにする

ための検討に役立てられるプログラム評価

モデルの作成を行う。そのモデルをベースと

し、高等教育機関が各々の特色、制度整備状

況、留学生のニーズに合わせ留学生に特化し

たキャリア教育・就職支援を行えるよう、モ

デル・プランとなるプログラムを開発、提示

する。同時に、キャリア教育・就職支援を展

開するための教材開発も試みる。本研究を通

して、急速に変化する労働市場、社会ニーズ、

国策に、付け焼刃的な民間主導の就職支援事

業で応じる昨今の留学生施策を見直し、留学

生教育を念頭に置いた就職支援充実化のた

めのシステム作りを図る。 

 

３．研究の方法 

国内外の留学生に特化した先進的もしくは

特色のある就職支援プログラムを、実施機関

の視察、関係者へのヒアリング、実態調査な

どをもとに選抜し、①職業教育、②語学教育、



 

 

③キャリア教育の3つの要素につきそれぞれ

考察する。同時に行う文献レビューにて各要

素の必要性の裏付け、また、新たな要素の検

討を試みる。次に、それらの検討結果を基に、

留学生就職支援プログラムの充実化もしく

は新規プログラムの実施時に、指標・チェッ

クリストとして活用できる評価モデル開発

を行う。さらに、評価モデルを基盤とし、就

職支援モデル・プランを提示する。上記の要

素がバランス良く整った包括的なプログラ

ムのほかに、職業教育重視型、語学教育重視

型、キャリア教育重視型プログラムなど、各

高等教育機関がそれぞれの特色、ニーズ、準

備態勢、現行の就職支援に合わせ選択できる

ようなプログラム開発を目指す。プログラム

に沿った教材開発も行い、就職支援のノウハ

ウや日本語教育の教材の不足している教育

機関においても留学生に特化した就職支援

が実施できるよう幅広い利用者を意識した

システム作りを行う。 

 

４．研究成果 

日本での就職活動に苦戦する留学生が直面

する課題を整理し、留学生に特化した就職支

援の必要性と、その支援に大学が自主的に 

関わることの重要性を確認し、支援体制の整

備・構築にあたり、大学が留意・検討すべき

基本事項を提案した。「1.日本語学教育」就

職および就労活動に必要な知識・スキルを教

授する「２.職業教育」、「３.キャリア教育・

カウンセリング」「４.支援ネットワーク形

成」、「５.産学官連携」の視点をバランス

よく取り入れた、留学生に特化した包括的な

キャリア教育・就職支援プログラムをモデル

提示することが出来た。また、高等教育機関

がそれぞれの特色や学生のニーズを考慮し

た就職支援を実施する際、参考となる「留学

生の就職支援プログラム評価指標」を作成し

た。当初の研究計画で予定していた上記１～

３の視点に加え、新たに「支援ネットワーク

形成」と「産学官連携」を指標に取り入れる

ことが出来たのは、国内外で特色ある就職支

援プログラムを展開する高等教育機関への

ヒアリング調査で得られた知見をもとに留

学生就職支援プログラムのあり方を再分析

する機会が得られたためである。留学生、つ

まりグローバル人材の育成を、人的・物的資

源の限られた大学のみで実施するのは、近年

の社会情勢を考慮すると、もはや現実的では

なく、大学、産業界、政策決定者、地方自治

体、地域コミュニティーがそれぞれの強みを

生かしながらも連携を図り協働する、「ネッ

トワーク形成型の就職支援」を展開すべきで

あることを本研究にて明示した。文献・聞き

取り調査に基づいた理論構築を、モデル提

示・評価指標の作成につなげたことで理論か

ら実践へ、つまり研究の応用を実現すること

が出来た。大学における留学生教育・支援施

策というフレームワークでとらえ直し、大学

の役割を再考するとともに、今後のさらなる

発展に大学がどのように関わるべきか、その

方向性を示唆することも出来た。 
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